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中
国
の
長
い
歴
史
の
う
ち
で
、
人
々
に
莫
大
な
危
害
を
及
ぼ
し

た
の
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
五
石
散
と
そ
れ
に
続
く
錬
丹
（
外

丹
）
の
服
用
と
清
末
の
阿
片
問
題
が
あ
る
。
秦
、
西
漢
時
代
に
は

黄
白
術
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
五
石
散
、
錬
丹
服
用
の

弊
害
は
唐
代
ま
で
約
五
○
○
年
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

五
石
散
（
五
霊
丹
）
に
つ
い
て
は
す
で
に
赤
堀
昭
氏
や
、
演
者

が
本
学
会
誌
に
書
評
を
か
い
た
川
原
秀
城
氏
の
「
毒
薬
は
口
に
苦

し
』
な
ど
が
詳
し
い
。

有
名
な
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）
に
『
魏
晋
風
度
及
文

章
与
薬
及
酒
之
関
係
」
と
い
う
講
演
が
あ
り
、
文
学
的
見
地
か
ら

五
石
散
を
服
用
し
た
人
々
の
有
様
と
「
竹
林
の
七
賢
人
」
に
も
言

及
し
平
易
に
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
余
嘉
錫
二
八
八
四
～
一
九

五
五
）
は
「
余
嘉
錫
論
学
雑
著
』
に
『
寒
食
散
考
』
が
あ
る
。
こ
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治

の
中
で
彼
は
研
究
的
態
度
で
貫
き
文
献
的
考
察
に
も
勝
れ
、
歴
史

的
に
魏
晋
か
ら
唐
に
及
ぶ
彪
大
な
論
文
で
考
究
し
、
五
石
散
を
論

じ
る
に
は
第
一
級
の
文
献
で
あ
る
「
抱
朴
子
」
金
丹
篇
で
は
五
石

と
は
丹
砂
・
雄
黄
・
白
碆
・
曽
青
・
磁
石
と
い
い
、
晴
巣
元
方
の

「
諸
病
源
候
諭
」
で
は
鐘
乳
・
硫
黄
・
白
石
英
・
紫
石
英
・
赤
石

脂
だ
と
い
っ
て
い
る
。
張
仲
景
「
金
置
要
略
」
に
は
紫
石
寒
食
散

方
（
傷
寒
を
治
す
。
紫
石
英
↓
白
石
英
・
赤
石
脂
・
鐘
乳
他
八
種
の
草

薬
）
・
侯
氏
黒
散
（
大
風
四
肢
煩
重
、
心
中
悪
寒
を
治
す
。
蓉
石
の
他

に
白
巾
な
ど
の
十
三
種
の
草
薬
）
・
篝
石
湯
（
脚
気
衝
心
、
単
方
）
・

消
蓉
散
（
黄
疽
、
消
石
と
蓉
石
）
・
篝
石
丸
（
婦
人
病
、
杏
仁
と
蓉

石
）
な
ど
を
見
る
が
蓉
石
（
明
蓉
）
が
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
る
。

五
石
散
を
世
に
広
め
た
の
は
『
魏
害
、
諸
夏
侯
曹
伝
』
に
あ
る

何
晏
（
？
～
二
四
九
）
で
あ
る
。
魏
朝
一
族
で
「
道
徳
論
」
を
著

す
ほ
ど
の
文
才
が
あ
り
な
が
ら
五
石
散
に
溺
れ
つ
い
に
三
代
斎
王

に
よ
り
殺
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
も
お
白
粉
を
は
な
さ
ず
歩
く
時
も

自
分
の
影
を
ふ
り
返
り
ふ
り
返
り
し
た
と
い
う
。
『
世
説
新
語
、

容
止
篇
』
で
は
そ
の
顔
の
色
は
ぬ
け
る
よ
う
に
白
く
、
大
汗
を
か

い
て
拭
い
て
も
そ
の
色
つ
や
は
変
ら
な
か
っ
た
と
い
い
、
同
書
言
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語
篇
に
は
、
「
五
石
散
を
服
用
す
る
と
病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な

く
、
精
神
が
明
朗
と
な
る
」
と
い
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
有

様
で
五
石
散
の
服
用
は
人
々
の
間
に
彦
透
し
、
そ
の
副
作
用
、
害

毒
は
『
鍼
灸
甲
乙
経
」
の
著
者
皇
甫
詣
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
石
薬
を
服
用
す
る
と
熱
が
出
て
、
厚
い
衣
類
を
ま
と
う
こ
と

が
で
き
ず
、
皮
膚
は
燗
れ
、
風
呂
に
入
れ
ず
、
冷
え
た
も
の
を
飲

食
（
寒
食
散
の
名
の
由
来
）
す
る
よ
う
に
な
る
が
た
だ
酒
は
熱
い

も
の
が
よ
い
と
さ
れ
た
。
『
諸
病
源
候
論
』
で
は
そ
の
症
状
を
五

候
と
い
い
、
六
反
と
い
う
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
七
意
と
い
う

心
が
ま
え
が
記
さ
れ
、
服
用
者
は
そ
の
毒
力
と
体
力
に
も
よ
る
が

五
、
六
年
か
ら
十
年
位
で
死
亡
す
る
と
い
っ
て
い
る
。
当
然
こ
れ

ら
に
よ
る
中
毒
症
に
対
す
る
療
法
（
解
石
法
）
も
あ
っ
た
わ
け
で

『
千
金
要
方
」
を
初
め
「
医
心
方
』
「
太
平
聖
恵
方
」
『
普
済
方
』

さ
ら
に
韓
国
の
『
郷
薬
集
成
方
」
『
医
方
類
聚
』
『
東
医
宝
鑑
」
な

ど
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
事
が
分
る
。
唐
代
二

十
人
の
皇
帝
の
う
ち
こ
の
た
め
に
命
を
落
し
た
も
の
が
四
’
六
名

は
い
る
。
な
お
『
千
金
翼
方
』
の
中
に
五
石
腎
気
丸
、
五
石
烏
頭

丸
、
五
石
更
生
散
、
五
石
護
命
散
な
ど
の
名
が
つ
ら
な
っ
て
い

る丸
○、

で
は
ど
う
し
て
初
め
は
鉱
物
性
薬
物
が
治
療
目
的
に
使
わ
れ
て

い
た
の
に
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が

の
こ
る
。
錬
丹
を
精
製
す
る
方
法
の
一
つ
に
「
六
一
泥
」
と
い
う

方
法
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
譽
石
・
蓉
石
・
戎
塩
・
函
塩
を
中
心

と
し
て
牡
蠣
・
赤
石
脂
・
滑
石
を
加
え
密
閉
し
て
猛
火
で
九
日
間

焼
い
て
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
い
ま
ま
で
何
回
も
出
て

き
た
彗
石
は
本
草
書
を
見
る
と
大
体
無
毒
、
酸
寒
と
あ
り
、
一
方

の
譽
は
有
毒
、
辛
大
熱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
硫
砒
鉄
で
砒
素

の
も
と
で
毒
砂
と
か
鳩
毒
と
も
さ
れ
て
い
る
。
李
時
珍
は
「
本
草

綱
目
」
の
中
で
「
古
方
に
岩
石
と
蓉
石
は
常
に
混
渚
し
て
い
る
が

こ
れ
は
二
字
の
形
が
似
て
い
る
か
ら
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
最

近
、
周
益
新
氏
等
も
こ
の
説
を
と
っ
て
い
る
。
本
題
の
由
来
を
考

え
る
と
納
得
で
き
よ
う
。
総
会
で
は
「
道
教
経
典
」
か
ら
抽
出
し

響
石
と
磐
石
の
混
乱
と
実
例
の
処
方
を
提
示
し
た
い
。

（
吉
元
病
院
）


